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松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

大
阪
の
獣
医
師
を
育
て
た
先
人

松
原
に
残
る
動
物
彫
刻
の
逸
品

　
十
月
十
五
日
、
大
阪
府
立
農
芸
高
校

（
堺
市
美
原
区
）で
来
年
の
創
立
百
周
年
に

向
け
た
記
念
事
業
披
露
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
岩い

わ
田た

千か
ず
虎と
ら
が
同
校
に
残

し
た
牛
の
彫
刻
の
修
復
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
除

幕
さ
れ
ま
し
た
。
岩
田
千
虎
作
品
を
調
べ

る
日
本
画
家
の
川
中
信
也
さ
ん（
上
田
在

住
）
や
、
三
宅
に
工
房
を
持
ち
、
修
復
に

関
わ
っ
た
彫
刻
家
の
川
瀬
清
さ
ん
ら
と
共

に
、私
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

千
虎
は
明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
）、

熊
本
県
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
の
ち
大
阪
に

出
て
、
大
阪
府
立
農
学
校
畜
産
学
科（
現
大

阪
府
立
大
学
）
を
卒
業
し
、
同
校
教
諭
を
経

て
、
大
阪
府
立
獣
医
畜
産
専
門
学
校
教
授

や
大
阪
府
立
大
学
家
畜
病
院
長
な
ど
を
歴

任
し
ま
し
た
。昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）、

病
院
長
を
退
職
し
た
後
は
、
獣
医
師
と
し
て

堺
市
熊
野
町（
堺
区
）
の
自
宅
で
開
業
し
た

の
で
す
。
戦
前
・
戦
後
に
か
け
て
、
多
く
の

獣
医
が
千
虎
の
指
導
を
受
け
、
大
阪
を
中
心

に
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
数
、
千
人
を
超
す

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
千
虎
は
東
京
美
術
学
校
教
師
で

あ
っ
た
彫
刻
家
の
黒く

ろ
岩い

わ
淡た

ん
哉や

や
、
長
崎
の

平
和
祈
念
像
の
作
者
で
あ
る
北き

た
村む

ら
西せ

い
望ぼ

う
に

師
事
し
、
日
展
審
査
員
の
彫
刻
家
と
し
て

も
名
を
は
せ
ま
し
た
。
千
虎
は
東ひ

が
し

久く

邇に
の

宮み
や

・
三み

か
笠さ

の
宮み

や
殿
下
や
皇
太
子
時
代
の
現
天

皇
な
ど
に
牛
・
馬
・
犬
像
を
献
上
す
る
な

ど
一
万
頭
以
上
の
牛
を
は
じ
め
、
馬
・
犬

だ
け
で
な
く
、
羊
・
山や

羊ぎ

・
虎
な
ど
大
小
、

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
動
物
を
造
り
ま
し

た
。
特
に
、
堺
市
大お

お
浜は
ま
公
園
に
現
存
す
る

南
極
観
測
第
一
次
越
冬
隊
で
取
り
残
さ
れ

た
タ
ロ
・
ジ
ロ
な
ど
の
カ
ラ
フ
ト
犬
慰
霊

像
は
代
表
的
な
作
品
で
す
。

　
戦
前
、
千
虎
が
獣
医
畜
産
専
門
学
校
で

教
え
て
い
た
こ
ろ
、
研
究
室
の
助
手
と
し

て
松
原
出
身
の
青
年
が
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
西に

し
田だ

梅う
め
雄お

で
、河
内
松
原
駅
の
す
ぐ
南
、

今
の
Ｊ
Ａ
中
河
内
松
原
支
店
近
く
の
上
田

字あ
ざ

反は

正じ

山や
ま

で
大
正
五
年（
一
九
一
六
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

梅
雄
は
、
千
虎
と
同
じ
く
農
学
校
を
卒

業
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
千
虎
の
教
え

を
受
け
、
昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
）、
梅

雄
の
妻
と
な
っ
た
律
を
引
き
合
わ
せ
た
の

も
千
虎
だ
っ
た
の
で
す
。
梅
雄
は
助
手
を

辞
し
た
後
、
千
虎
の
世
話
で
水
産
会
社
に
勤

め
ま
し
た
が
、昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）

一
月
十
五
日
、
現
在
地
の
上
田
五
丁
目
で

獣
医
を
開
業
し
ま
し
た
。
松
原
だ
け
で
な

く
、
近
鉄
南
大
阪
線
沿
線
で
最
初
期
の
開

業
獣
医
師
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
院
と
同
時
に
、
梅
雄
は
千
虎
ら
が
開

い
て
い
た
の
ち
に
獣
医
臨り

ん

床し
ょ
う研け
ん友ゆ
う会か
いと
よ

ば
れ
た
研
究
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
当
初
は
、
梅
雄
ら
会
員
八
名
で

各
々
の
自
宅（
病
院
）
で
持
ち
ま
わ
っ
て

開
い
て
お
り
、
千
虎
も
上
田
の
梅
雄
宅
を

度
々
、
訪
れ
た
の
で
す
。

　
現
在
、
梅
雄
が
開
い
た
病
院
は
、
息
子

の
幸
司
さ
ん
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

診
察
室
の
壁
に
一
枚
の
レ
リ
ー
フ
が
掛
け

ら
れ
、
秋
田
犬
と
コ
リ
ー
の
二
頭
の
上
半

身
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
右

下
に「
千
虎
作
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

千
虎
が
梅
雄
夫
妻
の
獣
医
開
業
を
祝
い
、

特
別
に
贈
っ
た
よ
う
で
す
。
幸
司
さ
ん
は

「
獣
医
で
あ
る
千
虎
だ
か
ら
わ
か
る
表
情

の
豊
か
さ
や
緻
密
に
表
現
さ
れ
た
骨
格
の

リ
ア
ル
さ
が
見
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
時
の
日
本
犬
の
代
表
と
も
い

え
る
秋
田
犬
と
人
気
の
西
洋
犬
の
コ
リ
ー

を
仲
む
つ
ま
じ
く
並
べ
た
千
虎
の
貴
重
な

作
品
で
す
。

　
梅
雄
は
、
他
に
も
牛
・
羊
・
カ
ラ
フ
ト

犬
・
山
羊
の
置
き
物
も
所
蔵
し
て
い
ま
し

た
。
木
箱
に
入
れ
ら
れ
、
表
に
は「
牛
之

置
物
」
と
か「
羊
之
置
物
」
と
自
筆
さ
れ
、

裏
面
に
は「
千
虎
作
」
の
自
筆
と
落ら

っ

款か
ん

が

見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
置
き
物
は
、
受

賞
や
祝
賀
の
記
念
品
と
し
て
造
ら
れ
た
も

の
で
、
梅
雄
な
ど
関
係
者
に
配
ら
れ
た
作

品
で
す
。
今
で
は
千
虎
や
そ
の
小
品
は
忘

れ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
獣
医
彫
刻
家

と
し
て
の
千
虎
を
再
評
価
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

千
虎
は
昭
和
四
十
一
年（
一
九
六
六
）

十
月
六
日
、
七
十
三
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
梅
雄
も
昭
和
五
十
二
年（
一
九
七
七
）

九
月
一
八
日
、
六
十
二
歳
で
生
涯
を
閉
じ

ま
し
た
が
、
終
生
、
自
宅
で
千
虎
作
品
を

大
切
に
し
て
、
治
療
に
あ
た
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
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獣医彫刻家の岩田千虎の作品
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲診察室に掛けられる秋田
犬（右）とコリーのレリーフ

▲診察する西田梅雄（いずれ
も西田幸司氏蔵）

▲岩田千虎（石
原武義氏撮影）

▲梅雄に贈られた千虎作のカラフト犬・牛・
山羊・羊（左から）と木箱


